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は じめに
短期 在外 研究 で カ ナ ダ ・オ ンタ リオ州 の トロ
ン トに滞在 した時 に 見聞 した こ とを もと に,ト
ロ ン トの 教育事情 を紹 介 したい。 ユ5年前 に1年
間滞在 した時 と比べ る と,ト ロ ン トの教育 は大
き く変 わっ た。 そ の変 化 には先進 諸 国 に共通 の
時 代的 潮流 を感 じるが,ト ロ ン トの独 自性 も見
逃 せ ない。 本来 の研 究 テ ーマ を追 求 す る傍 ら得
た知識 や,参 加 させ て もらった授 業,あ るいは
新 聞記 事 か ら入手 した断片 的 な情 報 にす ぎない
が,こ の15年 間の 変化 を垣 間 見せ て くれ る教
育状 況の 一端 を報告 したい。
なお ここで,ト ロ ン ト教育 委員 会 と書 くの は,
Toron10DistrictSchoo1Boardのこ とで,1997
年 に複 数 の教育 委 員 会 を統 合 して生 まれ た広域
トロ ン トを カバー す る教 育委 員 会で あ り,そ れ
以 前 の トロ ン ト市 教=育委 員 会(Toron10Board
ofEducation)とは別 の委 員会 で あ る。 また こ
の1997年こそ,ト ロ ン トば か りで な く,オ ンタ
リオ の教育 が大 き く変化 す る ターニ ングポ イ ン
トとな った年 なの だ。 カナ ダの教 育 は,国 で は
な く州 に管 轄権 が あ る。 したが って学 校制 度 や
教 員 の地位,カ リキ ュ ラムや教 育内容 な ど,す
べ て 州 に よって 異 な る。 オ ン タ リオで は従 来 ,
そ れ ぞれ の地域 の教 育委 員 会 に さま ざまの権 限
を委 譲 して いたの だが,1995年に オ ンタリオ州
の 政権 を握 った進歩 保守 党 が,教 育委 員 会か ら
さま ざまの 権限 を取 り上 げて中央 集権 化 を図 る
とと もに,管 理 統制 の強 化 に本格 的 に着手 した
の が1997年だ ったのだ。
1.トロ ン トの教 育財政
2002年のn月,オ ン タリオ州教 育庁 は教育
予 算 を9000万 ドル(日 本 円で はお よそ72億 円
に相 当す る)削 減す る具 体案 を発表 した1」。 そ
れ に よれば,行 政職 員が500人,中 等学 校21の
副校長 が63人,学 校 秘書 が100人,さ らに学校
カウ ンセ ラーや ソー シ ャル ワー カーが数 人,減
ら され る こ とにな る。 オ ンタ リオの 中等 学校 で
は,生 徒指 導 ・カ リキ ュラム ・会計 とい った役
割 ご とに複 数 の副校 長 が配 置 され てい るが,そ
の数 を減 らす とい うの で あ る。 また建物 の補修
費や コ ンピュー タの更 新,校 外学 習 費 や教 員研
修費 も大幅 に カ ッ トされ る。
この案 に対 しては,教 育委 員 会 や教 員組 合が
猛反 対 したが,今 で は教育 財政権 が 州政 府 にあ
るの で いか ん と も しが た い。 かつ ては 各教育 委
員 会が独 自に教育 目的 税 であ る固定 資 産税 と州
か らの補助 金 で教 育費 を まか なってい たのだが,
1997年にオ ン タリオ州政 府が教 育財政 の権 限 を
掌 握 したので,そ れ以 来教 育費 は州 政府 の一般
財源の 中か ら支 出 され る ようになったので ある。
トロ ン ト教 育委 員会 の教 育委 員長 ドナ ・カ ン
スフ ィール ドは,次 の よ うに トロ ン トの 特殊性
を述べ て,教 育費 の カ ッ トが いか に トロ ン トの
教 育 を損 な うこ とに なるか を縷 々訴 えてい る。
トロ ン トに は560の 公立 初等 ・中等学 校 があ
り,約30万 人の生 徒が 学 ん でい るが,初 等学
校 の生 徒の47%,中 等学校 の生 徒の51%が 英
語 を母国語 と しない生 徒 であ る。 また 中等学校
生徒 の19%に あた る1&000人以上 が,こ こ5
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年 以内 にカナ ダに移 住 して きた,英 語 以外 の 言
語 を母 国語 とす る生 徒 た ちであ る。 さら に貧 困
家 庭の 生徒 も37%に 達 してお り,オ ンタ リオ
の ほか の地域 に比べ て格段 に多 い。
しか し トロ ン ト教 育委 員 会 は精 力 的 に こ う し
た生徒 た ちへ の教 育 に努 力 して い るので,学 力
テ ス トの成 績 も他 州の平 均 を上 回 って い る。 高
等 教育 へ の進学 率 は高 い し,奨 学 金 の獲 得者 も
多い。 多様 性 と困難 を抱 えた生徒 を対 象 に良質
な教育 を行 なお うとす れ ば,こ れ までの 少 ない
予 算で は赤字 が 出るの は当然だ,と い うのだ3i。
オ ン タリオの教 育財 政の削 減 は今 に始 まった
ことで はな い。州 政府 が教 育財 政権 を掌 握す る
以 前 か ら,補 助 金 の大 幅 カ ッ トを行 な って きた
し,掌 握 してか らは州 政府 の赤字 解 消 を旗 印 に
教 育費 が 減 らされて きた。教 員 や司 書や 事務 職
員 の削 減 を行 ない,幼 稚 園教 員 の資 格水 準 を下
げて給 料 の低 い ス タ ッフに入 れ替 え るな どの政
策 が採 られ て きた。かつ ては1ク ラス 玉5-20人
だ った小 学校 の クラスサ イズ も,今 で は30-35
人 にな ってい る。
先 に述べ た教育 費削 減が,公 立学 校 の教育 内
容 の 貧困 化 や水準 の低 下 を もた ら して い る こと
を案 じる多 くの教 員 に出 会 った。 た とえ ば クラ
スメー トの公 立高 校教 員 に よれば,か つて は校
外 学 習の 費用 が潤 沢 にあ った ので,生 徒 をモ ン
トリオールへ 連 れて行 けたが,今 で は生 徒 に負
担 を強 い るか,そ れ と も旅 行 を取 りゃ め る しか
ない。 また校 外学 習 に出 か けてい る 間の代 替教
員の 費用 も減 らされ てい るの で,生 徒 の ため に
良 かれ と思 う教 育活動 が非 常 に制約 され る よ う
になっ た,と い う。
減 ら され た教育 費 を補 うの に自分の ポ ケ ッ ト
マ ネー を はた いて,地 図 や ポ ス ターや 本 や プ リ
ン タイ ン クを買 ってい る教員 が いる。 あ る教 師
はす で に今年度 の3ヶ 月の うちに1!1ド ル近 く
を負 担 し,昨年 は2,000ドル を使 った,と い う1}。
また以前 は音 楽 や芸術 の個 人 レ ッス ンも学校
で受 ける こ とがで きた のだ が,そ の ため の人件
費 をカ ッ トされ て しまっ た とい う。裕福 な家庭
の子 どもは 日本での ように,私 費で個人 レッス
ンを受 けることがで きるが,低 所得層の子 ども
はい くら才能があってもそれを伸ばす ことがで
きない。私の友人の貧乏なシングルマザーの息
子 も,こ うした学校内での個人 レッスンや奨学
金で音楽の勉強を続け,今 ではその道で食べ て
いけるようにな りかけている。 しか しこうした
教育サービスは過去のものにな りつつあるよう
だ。
こうして公立学校 の教育水準の低下が危ぶま
れ,学 校内部で も生徒の家庭的背景 による格差
がいっそ う広がるような状況の陰で,私 立学校
への入学者が増えている。
2.私学 志向
オ ン タリオで は私立 学校 には税 金の補 助 が行
なわれ てい ない ため,政 府 は私立学 校 の教 育 に
は 責任 をもた ない。私 立学 校 は運営 の 目的 に関
す る届 け を州 の 教育庁 に出す ほ か,望 め ば,中
等学 校卒 業資 格 につ なが る ような教科 内容 か ど
うか を教育庁 に審査 して もらうこ とが で きるが,
そ れ はあ くまで 任意 であ って義務 で は ない。 ま
た この審査 は,学 校 の設備 の安全性 や衛生 状態,
あ る いは教員 の 質 を審査 す る もので もない。 私
立学 校 は 自立 して い る とも言 える し,放 任 され
て い る と も言 える。私 立 校で 行 な われて い る教
育 の 質や水準 につ いて は,消 費 者で あ る親 や 生
徒 が判断 すれ ば よい とい う考 え ら しい。
教 育庁 のホ ームペ ー ジによる と,1999/2000年
度 の オ ン タ リオの私 立初 等 ・中等学校 の 生徒 数
は102,970人で あ る とい う。 これ は公立学 校 の
生 徒数 の4.8%に す ぎない 。 しか し私 立学校 の
多 い トロ ン トだ け を見 れ ば,こ の比率 は もっ と
上 が る に違 い ない。 その うえ1995/96年には私
立 学 校 の生 徒数 が80,340人で,こ の5年 間 に
28.2%も増加 したの に比べ,公 立学校 の生徒 数
は0.7%増 に とどまって い る。 また私 立学校 の
男 子生徒 は公 立学校 生徒数 の4.9%に あた り,5
年 間の増 加率 で も女子 を上 回って い るの で,男
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子 の教 育 にお金 をか ける親 が多 く,し か も増 加
して いる こ とが推 察 で きる。
今 回の滞在 で は,金 持 ちの学校 と して有 名 な,
ビシ ョップ ・ス トラ ン女 子校 を訪 問す る機会 を
得 た。 広 い車 回 しと優雅 な中庭 を もった由緒 あ
りげ な この学校 は,高 級 住宅 街 の一 角 に静 かな
停 まい を見せ て建 っ てい た。 幼 稚 園か ら小 学 校
レベ ルは各学 年1ク ラ ス,日 本 で言 えば 中学 ・
高 校 にあ た る学 年 の クラス は複数 ある。1ク ラ
スのサ イズは低学 年 で18人 か ら22人,高 学 年
で16人 か ら22入 とい う小 規模 クラ スであ る。
中学生 以上 の全 員 が個 人用 の ノー トパ ソコ ンを
もってい るが,学 校 内 に もウ ィン ドウズ専 用 の
部 屋(パ ー ソナル で はな くて プ ロフ ェ ッシ ョナ
ルが搭 載 され てい た)と,マ ッキ ン トッシュ専
用 の部 屋 があ って,そ れ ぞれ に新 しい コ ン ピュ
ー タが い くつ も並 んで い る。 また コ ン ピュー タ
が う ま く作 動 しない時 に,生 徒 が相談 や 修理 を
持 ち込 め る専用 の小 部屋 もあ って,専 門家が常
駐 して いる。 ほ とん どの教室 で は,生 徒 が常 に
目の前 に コン ピュー タを置 い て授 業 を受 けてい
た。 またあ る教 室 では,中 学1年 生 にあ たる生
徒 が,パ ワーポ イ ン トを使 って発表 を行 なって
いた。 案 内 して くれ た元 生 徒の 女性 は,こ の 学
校 で はそれ が普通の ことだ とい う。
また学 校の建物 の 中には寮 も併 設 されていて,
中学1年 生 か ら高 校3・4年 生 までが親元 を離 れ
て生活 して いる。 生徒 の部屋 も見学 させ て もら
え たの だ が,部 屋 の外 に木 箱 が 置 いて あ っ て,
そ こに 自分の洗 濯物 をい れてお け ば メ イ ドが洗
濯 して くれ るの だ と聞 いて,驚 い て しまっ た。
もちろ ん,教 室 や廊 下 な どは,掃 除人 が常時 掃
除 を して回 ってい る。 かつ て は出 身家庭 や家 柄
に よっ て選 別 され た生 徒 だ けが 入学 で きた ら し
いが,最 近 はお金 を支払 って くれ る な ら,家 柄
や人種 を問 わな くなって きた,と い う。 しか し
生 徒 の ほ とん どが 白人で,そ れ にア ジア 人が 少
数 い る程 度で,偶 然か ど うか黒 人 の生徒 を見か
け る こ とは なか った。 また優等 賞 を取 っ た歴 代
生 徒 の 名札 が打 ち付 け られた プ レー トか ら,こ
の数年 中国人 の優i等生 が増 えて きて い る ことが
わか る。 一方 成績の 悪 い生徒 は,教 師の勧 め に
従 って家庭 教 師 を個 人的 に雇 わな けれ ばな らな
い。寮 生 の場 合 は図書館 で 家庭教 師 か ら個 人指
導 を受 ける こ とにな る。 図書 館 に はそれ ら しい
様 子の生 徒 と大人が数 組 いた。
1年 間の学費 は通学生 で16.900ドル,寮 生 で
は33.000ドルであ る。公立学 校 の教員 の平均年
収 が70.000ドル なので,寮 生の学 費 はその半 分
近 くに な る 。 この他 入 学 時 に は施 設 費 と して
2.500ドル,保 証 金 と して500ド ルを支払 わ な
けれ ば な らない。成 績優 秀 者 には奨学 金 も出る
とい うが,コ ン ピュ ー タや教 材費,個 人指 導 の
負 担 な どを勘定 に入れ れ ば,親 は高額 の 出費 を
覚悟 しな ければ な らない。
卒業 生 の 多 くは,ア メ リカの有 名 大学 に 入学
す る ことが多 い とい う。学校 案 内か らは大学進
学 や 成績 を重 視 してい る様 子が窺 える。 キ ャ リ
アウーマ ンを輩 出す る女子 校 と しての方 向 を選
択 して いる よ うだ。 世 界で 活躍 してい る女性 の
写 真 が廊 下の あ ち こちに飾 られて いた。 スポー
ツに も力 を入れ てい るほ か,文 芸 や音 楽 ば か り
で な く環境 問題 な どの課 外 活動 も盛 ん であ る こ
とが わか る。
この ビシ ョップ ・ス トラン校の す ぐ近 くには,
金持 ち学校 ・進学校 と して さ らに有 名 な男子校
が ある。 威風 堂 々た る校舎 と広 い運 動場 を もつ
ア ッパ ー ・カナ ダ ・カ レッジとい うこの学校 は,
ほ とん どの卒 業生 が ア メ リカの アイ ビー ・リー
グや そ れ に準 じた大学 を 目指す とい う中高一 貫
校 で あ る。息 子 を この学 校 に入学 させ た医者 夫
婦 の友 人の話 で は,子 ど もの 入学 試 験 の前 に,
親の 面接 試験 が あ る とい う。親 が この試験 に合
格 しない と,子 どもは入学 試験 の機 会 さえ持 て
ない。 多文化 国家 カナ ダで は,人 種 や民 族 での
あ か ら さまな差別 は な くな った とい うが,子 ど
もの 家庭 的背 景 を問題 にす る とい う,形 を変 え
た選 別基 準 が生 まれ てい る よ うだ。 また公立校
で は許 されない その よ うな選別 は,政 府(税 金)
の補 助 を受 け ない とい う理 由 の も とに許容 され
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調査のためにい くつかの公立 中等学校 を訪問
したが,私 が訪 問を許 された公立中等学校は,
中流階層の人々が住む地域 にあって,進 学率 も
比較的高 く,特 に問題 を抱 えているようには見
えなかった。だが地域 によっては,ガ ー ドマ ン
を常駐 させておかなければならない学校 もある
という。州の教育費の削減は,公 立校 と私立校
の格差 を一段 と広げる結果を生むだろ う。
3.女子から男子へ 関心の移動
1970-一一80年代 の トロ ン トで は,女 子の ため の
教育研 究や教材 開発が さか んに行 なわれてい た。
統合 以前 の トロ ン ト市 教 育委 員会 に は,女 性 の
た めの部 局 や平 等教 育の カ リキ ュ ラム開発 をす
る部 局 が設 置 され て,ジ ェ ンダーの公正 を実現
す るための 施策 や活動 を行 なって いた。1994年
に,オ ンタ リオ雇用 公正 法が 施行 され て,公 正
概 念 の 中 に障害 者や 人種 的マ イノ リテ ィや同性
愛者 の公 正 も含 まれる よ うにな って,公 正 教育
の対 象 が広 が ったが,依 然 と して女子 の ため の
教育 プロ グ ラムが 開発 ・実行 され て いた。 しか
し,こ の 雇用公 正法 も1995年に政権 を握 った進
歩保 守党が 直 ち に廃止 して しまった。
そ して今 で は教 育 にお け るジ ェ ン ダーの 問題
とい えば,男 子 に関心 が 集 まってい る。 オ ンタ
リオ教育研 究所 の副 所長 の セ シ リア ・レイノル
ズ に よる と,現 在 では女 子 では な く男 子 を テー
マ に 申請 を出 した方 が研 究費 補助 を獲 得 で きる
とい う。彼 女 自身 も男子 の学 習の 向上 をテ ーマ
に して研 究 費 を確保 し,男 子 に とって効 果の あ
る学 習 方法 を探 求 してい る5)。男子 の 成績 をい
か にあ げ るか,そ れが今 の教 育界 の 目標 の一 つ
で あ る ら しい。
この 男子 へ の関心 は,男 子 の成 績 が女子 よ り
悪 い こ とに注 目 され る よ うに な って 生 まれ た。
オ ン タリオ教育 研究 所 ・女性 学教 育研 究 セ ンタ
ーの ポ ー ラ・ボ ー ンは,男 子 の 成 績が 女 子 よ り
悪 か った の は今 に始 まっ た こ とで はな い。 しか
し以前 は学校 の 成績 と関係 の薄 い筋 肉労働 の仕
事 が豊 富 にあ った ため,男 子 の学 業 成績が 悪 く
て も気 にす る 人が少 なか ったの が,産 業構造 の
変 化 に よって筋 肉労 働 が減 少 し,情 報 化 やサ ー
ビス産 業化 に適 した 人材 が 要求 され る よ うに な
った ため,男 子 の成 績 が問題 に され る よ うに な
ったの だ,と い う{・。
この よ うな男子 の 成績 重視 の風潮 は,ト ロ ン
トばか りでな くカナ ダ全体 に及 んで い るよ うだ。
た とえば男 女別 の グルー プで授 業 を行 なっ た方
が,男 子 の成績 が上 が った とい うモ ン トリオー
ルの高 校 での試 み が,新 聞 に大 々的 に報 じられ
た りす る。 女子 と一 緒 で ない方 が,男 子 の気 が
散 らな くて,勉 強 に集 中で きるか らであ ろ うと
解 説 され てい るD。 また トロ ン トの 多 くの公 立
学 校で は 自由服 で制 服 が なか ったの だが,最 近
制 服 を導 入 した り,導 入 を検 討 し始 め た りす る
学 校が 現 れて い る。 そ の理 由の ひ とつ は,女 子
生 徒の 服装 が余 りに過 激で あ る こ と。胸 の谷 間
やへ そ も露 わ な服装 で学 校 に来 るの で は,男 子
生徒 が 目のや り場 に困 る,男 子 が落 ち着 い て勉
強 で きない とい うので あ る。 もちろん,そ う し
た服装 は勉 強す るの にふ さわ し くない とい う意
見や,制 服 を もつ私 立校 に対 抗 して生徒 を集 め
る ため には,見 栄 えの よい制 服 を導 入す る とい
う戦略 もあ るか ら,あ なが ち男子 へ の配慮 ばか
りで は ないか も しれ ない。私 が 訪問 した高校 で
も,数 ヶ月前 に制服 を導 入 したばか りであ った。
男 女 とも同 じ黒 の ズボ ンと上着,白 の シャ ツで,
セ ク シュア リテ ィの感 じられ ない ス タ イル で あ
っ た。
女子 の 側の 問題 と して,男 子 と一 緒 だ と学 習
活動 が制 限 され,沈 黙 を強 い られ る とい う事 実
も,こ れ まで 多 くの研 究で指 摘 されて い る とこ
ろで あ る。 この モ ン トリオー ルの高 校 につ い て
の記事 も,そ う した点 を挙 げ て男女 別 グルー プ
の授 業 は女子 に も効 果 が あ る と書 かれ て い る。
別学 が よいか,共 学 が よいか,と い うの は,依
然 と して決着 のつ か ない問 題 であ る よ うだ。 参
加 して いた研 究 所 の ク ラスで 観 た ビデ オ には,
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カナダの学校の様子が映 されていた。生徒の様
子 を見 ると,確 かに女子だけの授業での方が,
女子の活動が積極的で活発だ。だが,わ ざわざ
男女混合授業を選んで受 けた女子 は,男 子 と一
緒の授業の方が レベ ルが高いはずだか らと,そ
の選択理由を語 っていた。男子は理数系 に優れ
ているとい う思い込みの強 さが窺 える。
4.成績 の 重視
重視 されて いるのは男子 の成績 だけで はない。
成績 主義が オ ン タリオの教育 全般 を覆 ってい る。
そ れ を象徴 す るのが,1995年に政権 を握 った進
歩保 守党 の2つ の教育 政策 であ る。そ の ひ とつ
は,「教 育 の 質 とア カ ウ ン タ ビ リテ ィに関 す る
部 局」 の設 置 であ り,も うひ とつ は 「共通 カ リ
キ ュラム」 の 設定 で あ る。
「教 育 の 質 とア カ ウ ン タ ビ リテ ィに 関す る部
局」 は,標 準 テ ス トを作 成 し実施 す る こ とに よ
って,教 育 シス テム を監視 し,そ の 成果 を市民
に公表 す る機i関と して1995年に設 立 され た。 今
年 もこの部 局 は標準 テ ス トを実施 し,そ の結果
を公表 した。10月4Elのトロ ン トス ター紙 には,
トロ ン トの公 立 中等学校 の10年 生(日 本で言 え
ば,高 校1年 生)の 合格 率 が個 別の学 校 ご とに
示 され て い る。 その 表 を見 れば,ど の学校 の生
徒 の成 績 が よいか,ど の学校 には不 合格 者が 多
いかが一 目瞭然 であ る。学校 間 の競 争 をあお り,
また成 績 の悪 い学校 の教 員 が責 め られ る原因 を
つ くりか ね ないで は ないか,と 一瞬 自分 の 目 を
疑 った。情報 公 開 とい え ばい えるが,な ぜ 教 員
組 合 が 反対 しない の だ ろ う と不 思 議 だ っ たが,
数 人の現 地 の教 育関 係 者 に聞い て も,新 聞記事
に なって い るこ とに何 の疑 問 も感 じて いな い よ
うであ った。 それ よ りも,13億 ドル もかけ て標
準 テ ス トを実施 す るの は無駄 遣 い だ,あ る いは
標準 テ ス トに合格 させ よ うと して本 当 の学 力 を
つ け る教 育 をお ろそ か に してい る学校 や教 員 が
い る こ とが問題 だ,と い う意見が あ った。
オンタリオでは12学年を修了すれば高校卒業
の資格を得られたのだが,今年からはこの10学
年の標準テス トに合格 していないと高校 を卒業
できないことになった。 オンタリオでは義務教
育は16歳までなので高校卒業を待たずに高校を
退学す る生徒 もいる。不合格の恐怖 に怯 えなが
ら5時 間もかけて受ける標準 テス トに耐 えられ
ない生徒は,早 々に高校 を中退 して しまうこと
になるか もしれない。高校卒業資格を もたない
人の就職機会が限 られるのは,カ ナダも日本 と
同様である。
学校 ごとの成績 開示が行 なわれているのは,
生徒の成績 は生徒の問題であって,教 員の資質
や努力とは関係がない と考えられているのか も
しれない。学校間格差は,地 域性,あ るいは民
族性 との関係で問題 にされている。民族による
棲み分けが進んでいると トロントでは,地 域差
は民族 による差異 と関連が強い。今回 トロ ント
教育委員会 を訪問 した時 に,生 徒の学力や高校
中退率 と,居 住地域や民族 との関連を示す資料
を見せ てもらえたSl。こうしたデー タを公表す
るのは,差 別 を助長する可能性 があるように思
うが,そ うではないらしい。担当者の態度 を見
ていると,現 実 をしっか りと把握 して対策 を考
えることが大切で,事 実 を隠蔽 した り現実か ら
目をそむけた りすることが解決 を遅 らせ ると,
考 えているようだった。それが情報開示の精神
なのであろ う。2002年の9月 にできたこの部局
も生徒の学力や卒業率を上げるために設置 され
たようであった。生徒の学力向上が現在の トロ
ン トの大 きな目標であるらしい。
そのせいか成績重視の姿勢 は学校現場にも浸
透 しているよ うだ。私が訪問 した,進 学校 とい
われる公立高校では,廊 下の壁に数学の成績上
位者の名前が点数 とともに張 り出されていた。
競争意識 を煽って,少 しで も全体の成績 を上げ
ようというのだろうか。
一方 「共通カ リキュラム」 も学力向上を意図
した ものであるが,そ の 目的は労働市場に合致
した人材の育成にある。内容が曖昧で授 業がや
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りに くい と,私 の クラスメー トたちに不評 の 「共
通 カ リキュ ラム」 は1997年に導 入 されたfYi。こ
れ は早期 に生徒 を選 別 し,ア カデ ミックコー ス
と職 業 コー スに分化 した カ リキュ ラム を提 供 し
よ うとす る もの で,効 率 よ く,将 来の 進路 や職
業 に合 っ た教 育 を行 な うこ とを狙 ってい る。 家
庭 的背景 に恵 まれ て,職 業 の情 報 や進路 選 択 の
意味 が よ くわ か ってい る生徒 と,そ う した情報
に乏 しい環境 にい る生徒 で は,早 期 の 選択 は階
層 の再生 産 を もた らす可 能性 が あ る。 一緒 に授
業 を受 け てい た教 員の一 人 も,教 員の行 な うガ
イ ダ ンス(進 路指 導 〉 の持 つ 重み を考 える と怖
くな る,と 語 って いた。
といった勧告が行なわれていた。
教員の処分に関 しては懲罰委員会のような も
のが設 けられている。 この委員会が受 け付けた
苦情や申し立てを調査 した結果が同 じ雑誌に掲
載 されていた。学校の コンピュー タを使 って不
適切な画像を見たとい う1件 だけは匿名であっ
たが,免 許取 り消 し処分を受けた5人 の教員の
場合は,実 名 と略歴入 りで彼 らの罪状 がかな り
詳細に掲載 されている。内訳 はセ クシュアル ・
ハラスメン トが3件 ,麻薬使用が1件,学 校の
機器や金銭を私的に流用 した校長の ケースが1
件であった。 また調査の過程で,教 員 としての
能力や資格 について も厳 しく判1析されたことが
わかる。
5.教員協会
教 員 も業 績主義 ・能力 主義 か ら 自由 で はな い。
1995年,オンタ リオ州 政府 は教員 の資 質の 向上
と標 準 化 を 目的 と して,カ レ ッジ ・オ ブ ・テ ィ
ーチ ャー ズ(教 員協 会)IE31を設 立 した 。教 員 の
専 門職性 の 向上 を謳 う,一 種 の職 能 団体 であ る
が,オ ンタ リオの教 員 は強制 的 に加 入 させ られ,
会 費は給 料か ら天引 き される。この教員協 会 は,
オ ン タリオ州 の大学 の教 員養 成 カ リキ ュ ラムや
教 育活 動 を審査 し認 定す るほか,外 国で取 得 し
た教 員 免許 を審 査 して,オ ン タリオでの教 員 資
格 を与 えるか ど うか を決 定 し,教 員 に対 す る苦
情 を受 け付 けて調査 し,場 合 に よって は処 分 す
る権限 を もつ 。 また研修 プ ログラ ム も提 供 して
い る。
これ まで オ ンタ リオで は,教 員養 成の カ リキ
ュ ラムや教 育 内容 は,長 い間 各大 学 の 自主 的判
断 に委 ね られ て きたが,教 員協 会が生 まれ た こ
とに よって初 め て大学 の教 育 内容 が審 査 の対 象
となった ので あ る。 この協 会 が発行 してい る雑
誌 には,各 大学 の教員養 成 課程 の教 育 内容 や教
員の専 門性 に関す る審 査 と評価 の結 果 が公表 さ
れて い るIli。もっ とマ イノ リテ ィや障害 者 の学
生 を増 や す ように,あ るいは非常 勤 講 師が 多す
ぎるの で 専任 教 員 との バ ラ ン スを とる よ うに,
6.公正 か ら効 率 へ
この15年 間 に,経 済の グローバ ル化,国 際競
争 の 激化 や 自由市 場原 理 とい う言 説 と,財 政 赤
字 の 解消 とい う錦 の御 旗 に支 え られて,ト ロ ン
ト,さ らに は オ ンタ リオの教育 シ ステム は,中
央 集 権化 と管 理強 化 の道 を通進 して きた。 その
結 果教 育 システ ム内部 で も,公 正 や差 別解消 よ
りも,成 績 を指 標 とす るア カ ウ ンタ ビリテ ィや
教 育 の効 率 が重視 され る よ うになった。
この よ うな変化 は女性 に大 きな影 響 を 及ぼ し
て いる12)。とい うの は第一 に,教 員 も,ま たそ
の他 の学校 職 員 も大 部 分が 女 性 で あ るか らだ。
オ ンタリオの統計 か ら女性 教員比 率 を見る とP,
1999/2000年度 の公 立初等 学校 の教 員74.138人
の うち55.391人が,公 立 中等学校 の44.270人の
うち21,917人が女性 で あ り,そ れ ぞれの 女性 比
率 は,74.7%と49.5に なる。 したが って 人員
の削 減 や仕事 の負 担増,あ るい は教材 費 や校外
学習 費 の削減 は女 性 を直 撃す るこ とに なる。 中
等学 校 の女性 教 員 は比 較 的最 近雇 用 され た もの
が 多い ので,解 雇 に際 して先任 権 が重 視 され る
カナ ダで は,そ の地 位 は よ り不 安定 で あ ろ う。
また学校 の事 務職 員 や助手,カ ウ ンセ ラーや ソ
ー シャル ワー カー も女性 の 多い職 種 なの で,女
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性 に与 える打 撃 は大 きい。
第二 に,業 績 や効率 が重 視 され るよ うに なっ
た上,こ の財 政 カ ッ トに よる負 担 の増 加で,ジ
ェ ンダーの 公正 や女子 の ため の教 育 に関心 を持
っ てい た女性教 員た ち も,新 しい事 態 に対応 す
るの に精 一杯 で,情 報 交換 しあ った り,教 材 や
教 育方 法 を開発 した りす る余裕 が持 て ない とい
う。
第 三 に,標 準 テ ス トの成績 だ けが 学校 の成 功
や ア カ ウ ン タ ビ リテ ィの指 標 に され る こ とは,
女 子 の 問題 を隠 蔽 して しま う こ とに なる。 「テ
ス トの た めの授 業」 が 共通 カ リキ ュ ラムの 中で
優 先 され る と,学 校 は も う女子 を差 別 して い な
い,な ぜ な ら女 子 の成績 は男子 よ り もよい くら
い だか ら,と い う議論 が まか り通 る よ うになる。
男子 の 方 が特 別 な能 力 を もった生 徒 の ための教
育 に多 く編 入 され,あ るい は授 業 の 中 で も教 師
の注 目 を集 め てい る とい った事実 は忘 れ られ て
しまう。
また,成 績 以外 の面 で依 然 と して女 子 が抱 え
て い る問題,自 尊感情 や キ ャ リア選択 や男 性 と
の 関係 の持 ち方 な どが,課 題 と して 浮上 して こ
な くなる。事 実,私 が面接 した女性 校 長 の何 人
か は,す で に女性 差 別 は ない,学 校 の 中で特 に
女子 に配 慮 すべ き問 題 は な い,と 答 え てい た。
もちろ ん こ う した状態 を憂 慮 す る女性 教育 者 や
フェ ミニ ス トも多い が,現 在 の トロ ン トの教育
事情 が ジ ェ ンダーの 公正 とい う理 念 か ら遠 ざか
って い るこ とは否 め ないだ ろ う。1"
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OntarioStyle:AtenderedAgenda,inSusan
RobertsonandHarrySmaller(eds.):Teacher
鴻c1'v'sn7〃ε'he1990写,0εイr∫c1～oo1∫ノヒ)〃rselリ{～5
morzogruhhseriesJamesLorimer&Com.1996
で詳 述 して い る。 本稿 で は 彼女 の著 作 と私 の 友
人 ・知 人の話 を参 考 に した。
13)トロ ン トの 教 員 に関 す る統 計 は な い とい う。
こ こに書 いて い る よ うに1990年 代半 ばか らの
大 変動 に対応 す るの に追 わ れ,統 計 を作 成 す る
暇 も予 算 もな か った とい う。
ユ4)具体 的 な名 前 を挙 げ る こ とは しなか った が,
イ ン タ ビュ ー に応 じて い た だ い た 女 性 た ち や
個 人的 な友 人 た ち か ら 多 くの示 唆 を得 て本 稿
が 書 け た こ と を,感 謝 と と もに 記 して お きた
いo
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